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質
問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
消
費

拡
大
効
果
が
あ
っ
た
か
を
問
う
。

市
長　

市
内
購
買
率
の
向
上
、

経
済
の
市
内
循
環
な
ど
の
消
費

を
拡
大
す
る
効
果
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

田
無
駅
周
辺
以
外
の

「
路
上
喫
煙
・
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
防
止
地
区
」
実
施
時
期
を
問

う
。

市
長　

本
年
10
月
中
旬
あ
る
い

は
11
月
初
旬
に
保
谷
駅
北
口
を

新
た
に
防
止
地
区
指
定
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

西
東
京
市
青
少
年
問
題

協
議
会
が
ま
と
め
た
「
提
言
」

を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ

る
の
か
問
う
。

市
長　

今
回
の
提
言
を
踏
ま
え

た
青
少
年
施
策
を
現
在
策
定
中

の
西
東
京
市
子
育
て
支
援
計
画

（
後
期
計
画
）
の
中
に
位
置
づ

け
、
来
年
度
以
降
実
施
に
移
し

て
い
く
。

質
問　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

を
当
市
が
実
施
し
て
い
な
い
理

由
を
問
う
。

教
育
長　

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
教
育
計
画
に
お
い
て
検

討
を
進
め
る
よ
う
位
置
づ
け
て

い
る
。

質
問　

８
年
前
、
西
東
京
市
誕

生
１
周
年
記
念
行
事
と
し
て
小

学
生
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ

た
。
同
様
に
中
学
生
に
よ
る
議

会
を
開
催
で
き
な
い
か
問
う
。

市
長　

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、

子
ど
も
の
参
加
が
で
き
る
仕
組

み
を
検
討
す
る
。

意
見　

先
の
総
選
挙
で
歴
史
的

と
も
言
う
べ
き
政
権
交
代
が
実

現
し
た
。
市
場
原
理
に
よ
る
構

造
改
革
路
線
の
時
代
か
ら
、
明

治
以
来
続
い
た
中
央
官
僚
政
治

打
破
の
新
し
い
時
代
が
始
ま
る

こ
と
を
大
い
に
期
待
す
る
。

質
問　

新
政
権
で
は
国
と
地
方

の
協
議
の
法
制
化
を
政
策
の
一

つ
に
掲
げ
、
地
方
の
声
、
現
場

の
声
を
聞
き
な
が
ら
地
方
に
大

幅
に
権
限
を
移
譲
し
、
地
方
の

使
え
る
お
金
を
増
や
す
と
し
て

い
る
。
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

市
長　

地
域
主
権
の
実
現
に
向

け
、
税
財
源
の
裏
づ
け
、
実
施

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
新
政
権

は
具
体
的
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

基
礎
自
治
体
は
、
今
後
自
己
決

定
、
自
己
責
任
を
持
つ
意
思
が

重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

質
問　

来
年
合
併
10
年
を
迎
え

る
。
そ
の
評
価
と
検
証
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長　

大
変
重
要
で
あ
る
。

意
見　

合
併
に
よ
る
成
果
や
効

果
を
市
民
と
共
有
し
、
ま
た
、

記
録
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

質
問　

正
規
職
員
の
定
数
削
減

で
臨
時
職
員
、
嘱
託
職
員
は
増

え
て
い
る
。
現
状
で
は
非
正
規

雇
用
職
員
に
大
き
く
依
存
し
な

け
れ
ば
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
成
り

立
た
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
労
働
条
件
の
実
態
と

待
遇
改
善
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

今
後
と
も
適
正
な
労
働

条
件
を
維
持
し
、
賃
金
等
の
見

直
し
は
、
民
間
企
業
の
状
況
等

を
踏
ま
え
て
適
宜
検
討
し
た
い
。

「
会
社
更
生
事
件
に
関
す
る
和

解
に
つ
い
て
」

【
説
明
】
保
谷
駅
南
口
地
区
第

一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
特

定
建
築
者
が
会
社
更
生
法
の
更

生
手
続
開
始
の
申
し
立
て
を
行

い
、
そ
れ
以
後
工
事
が
停
止
し

て
い
る
。
更
生
会
社
が
業
務
を

継
続
す
る
た
め
の
和
解
に
つ
い

て
、
市
と
更
生
会
社
の
管
財
人

と
の
間
で
合
意
す
る
も
の
。

　

和
解
の
主
な
内
容
は
、
①
工

事
期
間
を
工
事
再
開
後
16
カ
月

間
と
す
る
こ
と
、
②
更
生
会
社

が
支
払
う
敷
地
譲
渡
代
金
の
半

額
を
市
が
支
払
う
Ⅰ
街
区
負
担

金
と
相
殺
し
、
残
余
金
は
更
生

会
社
に
よ
る
保
留
床
住
宅
販
売

代
金
か
ら
回
収
す
る
こ
と
、
③

Ⅰ
街
区
工
事
完
了
時
に
市
が
支

払
う
と
し
て
い
た
Ⅱ
街
区
留
保

負
担
金
を
前
倒
し
で
分
割
し
て

支
払
う
こ
と
、
④
工
事
の
完
了

時
期
が
当
初
計
画
よ
り
12
カ
月

遅
延
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生

す
る
権
利
者
へ
の
追
加
補
償
等

の
う
ち
３
カ
月
分
を
、
市
の
更

生
会
社
に
対
す
る
更
生
債
権
と

し
て
認
め
る
こ
と
な
ど
。

【
主
な
質
疑
等
】

※
議
案
は
駅
周
辺
再
開
発
等
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査

は
委
員
会
で
行
っ
た
。

問　

両
者
が
歩
み
寄
っ
た
形
で

の
和
解
と
い
う
が
、
先
方
が
歩

み
寄
っ
た
の
は
ど
の
部
分
か
。

答　

更
生
債
権
の
部
分
と
認
識

し
て
い
る
。
当
初
は
市
で
全
額

負
担
を
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

３
カ
月
分
は
更
生
債
権
と
し
て

認
め
る
よ
う
に
相
手
方
の
譲
歩

を
引
き
出
し
た
。

問　

そ
れ
は
市
が
歩
み
寄
っ
て

い
る
部
分
で
は
な
い
か
。
何
を

も
っ
て
譲
歩
と
し
て
い
る
の
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
庁
内
で
ど

う
い
う
議
論
が
さ
れ
た
の
か
。

答　

庁
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

推
進
本
部
で
和
解
の
内
容
等
を

総
合
的
に
検
討
し
た
。

問　

和
解
の
前
提
条
件
に
錯
誤

が
あ
っ
た
場
合
ど
う
な
る
の
か
。

答　

合
意
書
に
定
め
の
な
い
事

項
、
疑
義
の
あ
る
事
項
が
生
じ

た
場
合
は
双
方
で
協
議
す
る
こ

と
と
な
る
。

問　

本
日
議
決
し
な
か
っ
た
ら

ど
う
な
る
の
か
。

答　

明
日
が
、
更
生
会
社
が
裁

判
所
に
更
生
計
画
案
を
提
出
す

る
期
限
で
あ
る
。
議
決
が
な
け

れ
ば
更
生
計
画
に
本
市
の
事
業

を
の
せ
ら
れ
な
い
た
め
、
協
定

解
除
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

問　

な
ぜ
日
程
に
も
っ
と
余
裕

を
持
っ
て
議
会
に
提
案
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

答　

交
渉
の
中
で
、
ぎ
り
ぎ
り

で
こ
の
内
容
で
合
意
し
た
。

問　

更
生
債
権
は
弁
済
さ
れ
る

の
か
。

答　

実
態
と
し
て
２
割
程
度
弁

済
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
３
千

万
円
強
は
市
が
負
担
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

問　

敷
地
譲
渡
代
金
の
支
払
い

は
本
来
な
ら
全
額
相
殺
す
べ
き

内
容
だ
。
３
億
６
千
万
円
近
い

残
余
金
が
回
収
で
き
な
い
お
そ

れ
は
な
い
の
か
。

答　

万
が
一
の
こ
と
を
想
定
し

て
売*
り
払
い
を
入
れ
て
い
る
。

問　

４
億
円
近
い
リ
ス
ク
を
負

う
の
か
。
最
終
的
に
事
業
収
支

は
ど
う
な
る
と
考
え
て
い
る
か
。

答　

和
解
に
よ
り
市
の
負
担
が

生
じ
る
が
、
事
業
再
開
に
向
け

て
最
大
限
譲
歩
し
た
。
再
開
発

事
業
は
独
立
会
計
で
あ
り
、
事

業
収
支
は
常
に
変
動
す
る
要
素

が
あ
る
。
赤
字
の
出
な
い
よ
う

補
助
金
確
保
に
努
め
、
清
算
段

階
で
全
体
像
を
調
整
し
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

○
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア

　

高
齢
者
や
障
害
者
（
児
）
の

介
護
に
当
た
る
家
族
が
、
一
時

的
に
介
護
を
離
れ
て
心
身
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
の
援
助

○
認
定
こ
ど
も
園
幼
稚
園
型

　

認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
保
育

所
と
幼
稚
園
が
持
っ
て
い
る
機

能
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
な

い
機
能
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
知
事
の
認
定
を
受
け
た
施

設
を
い
い
、
こ
の
う
ち
、
認
可

幼
稚
園
が
保
育
に
欠
け
る
子
ど

も
の
保
育
時
間
を
確
保
す
る
等

保
育
所
的
な
機
能
を
備
え
る
タ

イ
プ
を
幼
稚
園
型
と
い
う
。

○
横
浜
市
の
み
ど
り
税

　

横
浜
市
が
緑
の
保
全
の
た
め

に
平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し
た

目
的
税
。
市
民
税
に
上
乗
せ
す

る
形
で
徴
収
し
、
樹
林
地
の
買

い
上
げ
や
、
農
地
の
保
全
、
緑

化
対
策
の
財
源
と
し
て
い
る
。

○
パ
パ
ク
オ
ー
タ
制

　

ク
オ
ー
タ
（
Ｑ
Ｕ
Ｏ
Ｔ
Ａ
）

は
「
割
り
当
て
」
の
意
味
で
、

父
親
に
も
育
児
休
業
を
割
り
当

て
る
考
え
方
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で

は
、
夫
婦
で
最
長
54
週
の
育
児

休
業
を
取
得
で
き
る
が
、
う
ち

６
週
が
父
親
の
み
に
割
り
当
て

ら
れ
給
料
は
100
％
支
給
さ
れ
る
。

○
売
り
払
い

　

今
回
の
「
会
社
更
生
事
件
」

の
和
解
内
容
の
一
つ
で
、
代
金

の
弁
済
方
法
の
こ
と
。
更
生
会

社
（
事
業
者
）
が
西
東
京
市
に

対
し
て
支
払
う
代
金
の
う
ち
、

再
開
発
事
業
の
建
築
物
の
工
事

完
了
後
に
取
得
す
る
区
分
所
有

建
物
を
更
生
会
社
が
顧
客
に
販

売
す
る
都
度
、
そ
の
売
買
代
金

を
も
っ
て
市
の
弁
済
に
充
て
る
。

質
問

あ
り
、
迅
速
な
対
応
も
必
要
。

し
か
し
、
行
政
に
は
全
国
各
地

で
均
質
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

重
層
化
さ
れ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
対

応
す
る
窓
口
が
な
い
。
一
方
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
新
宿
救
護
セ
ン

タ
ー
」
、
通
称
歌
舞
伎
町
駆
け
込

み
寺
は
、
民
間
相
談
所
で
あ
る

特
質
を
生
か
し
、
相
談
者
の
人

生
や
命
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
。

Ｄ
Ⅴ
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
ス
ト

ー
カ
ー
、
自
殺
願
望
な
ど
か
ら

の
自
立
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

の
市
の
対
策
強
化
を
示
せ
。

市
長　

法
律
相
談
な
ど
の
専
門

相
談
だ
け
で
な
く
、
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
設
置
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
と
支
援
に
努
め
て
い

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
含
む
市
民

活
動
団
体
と
ど
の
よ
う
な
形
で

協
力
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
で

き
る
の
か
検
討
し
た
い
。

質
問　

介
護
予
防
運
動
指
導
員

は
、
高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
指
導
で
き
る
運
動
指
導
員
。

養
成
講
座
の
受
講
に
は
約
８
万

円
の
費
用
と
受
講
資
格
が
必
要
。

市
民
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

介
護
予
防
の
サ
ー
ビ
ス
を
進
め

る
た
め
に
も
受
講
費
用
の
助
成

に
つ
い
て
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

各
市
の
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
、
調
査
研
究
を
し
た
い
。

　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
、一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
た

い
と
思
う
の
は
365
日
24
時
間
で

み
寺
は
、
民
間
相
談
所
で
あ
る

特
質
を
生
か
し
、
相
談
者
の
人

生
や
命
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
。

自
殺
者
数
は
11
年
連
続
で
３
万
人
超
え

西
東
京
市
の
対
策
強
化
を
問
う二木　

孝
之
（
民
主
・
社
）

青
少
年
問
題
協
議
会
「
提
言
」

今
後
の
活
用
に
つ
い
て

森　

信
一
（
民
主
・
社
）

非
正
規
雇
用
職
員
の
待
遇
改
善
、

地
方
分
権
の
推
進
等
に
つ
い
て
問
う

相
馬　

和
弘
（
民
主
・
社
）

用
語
の
解
説

　

保
谷
駅
南
口
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
特
定
建
築
者
の
会
社
更
生
法
に
よ
る
更
生
手
続
開
始
の
た
め
停
止
し

て
い
る
工
事
再
開
に
向
け
、
更
生
会
社
管
財
人
と
和
解
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
う
た
め
、
７
月
16
日
に
第
３

回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
第
３
回
臨
時
会
で
議
決
さ
れ
た
議
案
の
審
議
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

臨

時

会

の

審

議

か

ら

保谷駅南口再開発地区

保谷駅北口


